
令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報

窒
素
酸
化
物
の
値
の
四
分
の
一
を
超
え
な
い
も
の
で
あ
つ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
及
び
非
化
石
エ

ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
等
に
関
す
る
法
律
第
百
五
十
一
条
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
（
以
下

こ
の
項
及
び
附
則
第
十
二
条
の
五
第
一
項
に
お
い
て
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
」
と
い
う
。）が
同
法
第
百
四
十

九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
機
器
等
製
造
事
業
者
等
の
判
断
の
基
準
と
な
る
べ

き
事
項
を
勘
案
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て「
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
効
率
」
と
い
う
。）で
あ
つ
て
令
和
十
二
年
度
以
降
の
各
年
度
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定

め
ら
れ
た
も
の
（
次
号
及
び
第
三
号
に
お
い
て
「
令
和
十
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
」
と
い
う
。）に

百
分
の
九
十
を
乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
か
つ
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
で
あ
つ
て
令
和
二
年
度
以
降
の
各
年

度
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
（
次
号
及
び
第
三
号
に
お
い
て
「
令
和
二
年
度

基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
」
と
い
う
。）以
上
の
も
の
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

二

石
油
ガ
ス
自
動
車
の
う
ち
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
道
路
運
送
車
両
法
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
平
成
三
十
年
十
月
一
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
排
出
ガ
ス
保
安
基
準
で
総
務
省

令
で
定
め
る
も
の
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
二
分
の
一
を
超
え
な
い
も
の
又
は
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が

同
項
の
規
定
に
よ
り
平
成
十
七
年
十
月
一
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
排
出
ガ
ス
保

安
基
準
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
に
定
め
る
窒
素
酸
化
物
の
値
の
四
分
の
一
を
超
え
な
い
も
の
で
あ
つ
て
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
令
和
十
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の
九
十
を
乗
じ
て
得
た
数
値
以

上
か
つ
令
和
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
以
上
の
も
の
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

三

軽
油
自
動
車
の
う
ち
、
道
路
運
送
車
両
法
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
平
成
三
十
年
十
月
一
日
以
降

に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
排
出
ガ
ス
保
安
基
準
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
又
は
同
項
の

規
定
に
よ
り
平
成
二
十
一
年
十
月
一
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
排
出
ガ
ス
保
安
基

準
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
が
令
和
十
二
年
度
基
準

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
百
分
の
九
十
を
乗
じ
て
得
た
数
値
以
上
か
つ
令
和
二
年
度
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効

率
以
上
の
も
の
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

附
則
第
十
二
条
の
四
第
一
項
中
「
第
百
四
十
六
条
第
二
項
」
を「
道
路
運
送
車
両
法
第
二
条
第
五
項
」に
改
め
、「
の

種
別
割
」
を
削
り
、「
第
百
七
十
七
条
の
七
第
一
項
」
を
「
第
百
五
十
四
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第

百
七
十
七
条
の
七
第
三
項
」
を
「
第
百
五
十
四
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
の
種
別
割
」
を
削
る
。

附
則
第
十
二
条
の
五
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中
「
の
種
別
割
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
の
種
別
割
」
を

削
り
、「
第
百
七
十
七
条
の
九
」
を
「
第
百
五
十
六
条
」
に
、「
第
百
七
十
七
条
の
十
三
か
ら
第
百
七
十
七
条
の
十
五
ま

で
」
を
「
第
百
六
十
条
か
ら
第
百
六
十
二
条
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
の
種
別
割
」
を
削
り
、
同
条
第
四

項
中
「
第
百
七
十
七
条
の
十
八
第
一
項
」
を
「
第
百
六
十
五
条
第
一
項
」
に
、「
こ
の
款
」
を
「
こ
の
条
、
次
条
第
一

項
及
び
第
百
六
十
八
条
」
に
改
め
、「
の
種
別
割
」
を
削
り
、
同
条
第
五
項
及
び
第
六
項
中
「
の
種
別
割
」
を
削
る
。

附
則
第
十
四
条
第
一
項
中
「
令
和
七
年
度
」
を
「
令
和
十
七
年
度
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
五
条
第
一
項
中
「
第
六
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
九
条
の
七
第
二
項
」
に
、「
総
合
効
率
化
事
業
者
（
以

下
こ
の
項
」
を
「
認
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
者
等
（
第
一
号
」
に
、「「
総
合
効
率
化
事
業
者
」
を「「
認
定
貨

物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
者
等
」
に
、「
令
和
六
年
四
月
一
日
」
を
「
物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
八
年
法
律
第

号
）
の
施
行
の
日
」
に
、「
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
十

年
三
月
三
十
一
日
」
に
、「
同
条
第
一
項
」
を
「
同
項
」
に
、「
総
合
効
率
化
計
画
」
を
「
認
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送

実
施
計
画
」
に
、「
同
法
第
四
条
第
二
号
」
を
「
物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律
第
二
十
九
条
の
二
第
二
号
」

に
、「
流
通
業
務
総
合
効
率
化
事
業
に
よ
り
」
を
「
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
の
用
に
供
す
る
た
め
に
」
に
、「
設
備

に
」
を
「
構
築
物
に
」
に
改
め
、
同
項
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

認
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
事
業
者
等
が
新
設
し
、
又
は
増
設
し
た
物
資
の
流
通
の
効
率
化
に
関
す
る
法
律

第
二
十
九
条
の
二
第
一
号
に
掲
げ
る
特
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
施
設
で
政
令
で
定
め
る
も
の
（
増
設
さ
れ
た

当
該
特
定
貨
物
自
動
車
中
継
輸
送
施
設
に
あ
つ
て
は
、
当
該
増
設
部
分
に
限
る
。
次
号
に
お
い
て
「
第
一
号
施

設
」
と
い
う
。）
二
分
の
一

二

第
一
号
施
設
に
附
属
す
る
構
築
物
で
政
令
で
定
め
る
も
の

四
分
の
三

附
則
第
十
五
条
第
二
項
中
「
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
十
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
条
第
三

項
中
「
令
和
七
年
度
」
を
「
令
和
九
年
度
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
十

一
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
を
削
り
、
同
条
中
第
七
項
を
第
六
項
と
し
、第
八
項
を
第
七
項
と
し
、

第
九
項
を
第
八
項
と
し
、
同
条
第
十
項
中
「
第
十
七
項
」
を
「
第
十
六
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、

同
条
中
第
十
一
項
を
第
十
項
と
し
、
第
十
二
項
を
第
十
一
項
と
し
、
第
十
三
項
を
第
十
二
項
と
し
、
同
条
第
十
四
項

中
「
特
別
区
」
の
下
に
「
又
は
同
法
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
特
定
都
市
再
生
緊
急
整
備
地
域
」
を
加
え
、「
令
和

五
年
四
月
一
日
」
を
「
都
市
再
生
特
別
措
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
八
年
法
律
第

号
）
の
施

行
の
日
」
に
、「
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
十
一
年
三
月
三
十
一
日
」
に
、「
同
法
第
二
十
九
条
第
一
項
第

一
号
」
を
「
家
屋
及
び
償
却
資
産
で
政
令
で
定
め
る
も
の
の
う
ち
、都
市
再
生
特
別
措
置
法
第
二
条
第
二
項
」に
、「
公

共
施
設
等
の
用
に
供
す
る
家
屋
及
び
償
却
資
産
で
政
令
で
定
め
る
も
の
」
を
「
公
共
施
設
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
も

の
の
用
に
供
す
る
も
の
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
三
項
と
し
、
同
条
中
第
十
五
項
を
第
十
四
項
と
し
、
第
十
六

項
を
第
十
五
項
と
し
、
同
条
第
十
七
項
中
「
第
二
条
第
九
号
」
を
「
第
二
条
第
十
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十

六
項
と
し
、
同
条
第
十
八
項
中
「
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
を
「
令
和
八
年
四
月

一
日
か
ら
令
和
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
四
分
の
三
」
を
「
六
分
の
五
」
に
改
め
、

同
項
第
二
号
中
「
そ
の
他
の
総
務
省
令
で
定
め
る
燃
料
」
を
削
り
、
同
項
中
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
の
次

に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

脂
肪
酸
メ
チ
ル
エ
ス
テ
ル
を
製
造
す
る
た
め
の
設
備
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

四
分
の
三

附
則
第
十
五
条
中
第
十
八
項
を
第
十
七
項
と
し
、
第
十
九
項
を
第
十
八
項
と
し
、
第
二
十
項
を
第
十
九
項
と
し
、

同
条
第
二
十
一
項
中
「
第
二
十
九
項
」
を
「
第
二
十
八
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
項
と
し
、
同
条
中
第
二

十
二
項
を
第
二
十
一
項
と
し
、
第
二
十
三
項
を
第
二
十
二
項
と
し
、
第
二
十
四
項
を
第
二
十
三
項
と
し
、
同
条
第
二

十
五
項
中
「
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
八
号
」
の
下
に
「
。
第
一
号
ロ
及
び
ニ
に
お
い
て
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

電
気
特
措
法
」
と
い
う
。」を
加
え
、「
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
を
「
令
和
八
年
四

月
一
日
か
ら
令
和
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

次
に
掲
げ
る
特
定
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備

当
該
特
定
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
に
係
る

固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
に
二
分
の
一
を
参
酌
し
て
三
分
の
一
以
上
三
分
の
二
以
下
の
範
囲

内
に
お
い
て
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
割
合
（
当
該
特
定
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
が
第
三
百
八
十
九

条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
、
二
分
の
一
）
を
乗
じ
て
得
た
額

イ

太
陽
光
を
電
気
に
変
換
す
る
特
定
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

ロ

水
力
を
電
気
に
変
換
す
る
特
定
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
特
措
法

第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
認
定
発
電
設
備
（
ハ
及
び
ニ
並
び
に
次
号
に
お
い
て
「
認
定
発
電
設
備
」
と
い

う
。）で
あ
る
も
の
に
限
る
。
第
四
号
に
お
い
て
「
特
定
水
力
発
電
設
備
」
と
い
う
。）で
総
務
省
令
で
定
め
る

規
模
未
満
の
も
の

ハ

地
熱
を
電
気
に
変
換
す
る
特
定
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備（
認
定
発
電
設
備
で
あ
る
も
の
に
限
る
。

第
三
号
ロ
に
お
い
て
「
特
定
地
熱
発
電
設
備
」
と
い
う
。）で
総
務
省
令
で
定
め
る
規
模
以
上
の
も
の

ニ

バ
イ
オ
マ
ス
（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
特
措
法
第
二
条
第
三
項
第
五
号
に
規
定
す
る
バ
イ
オ
マ
ス
を

い
う
。）を
電
気
に
変
換
す
る
特
定
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
（
認
定
発
電
設
備
で
あ
る
も
の
に
限

る
。）で
総
務
省
令
で
定
め
る
規
模
未
満
の
も
の

二

風
力
を
電
気
に
変
換
す
る
特
定
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
（
認
定
発
電
設
備
で
あ
る
も
の
に
限
る
。

以
下
こ
の
号
及
び
次
号
イ
に
お
い
て
「
特
定
風
力
発
電
設
備
」
と
い
う
。）で
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電

設
備
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
二
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定
公
募

占
用
計
画
に
お
い
て
設
置
す
る
旨
が
記
載
さ
れ
た
も
の

当
該
特
定
風
力
発
電
設
備
に
係
る
固
定
資
産
税
の
課

税
標
準
と
な
る
べ
き
価
格
に
五
分
の
三
を
参
酌
し
て
二
分
の
一
以
上
十
分
の
七
以
下
の
範
囲
内
に
お
い
て
市
町

村
の
条
例
で
定
め
る
割
合
（
当
該
特
定
風
力
発
電
設
備
が
第
三
百
八
十
九
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に

は
、
五
分
の
三
）
を
乗
じ
て
得
た
額
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